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長
年
読
み
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
、
小
林

一
茶
の

俳
句
。
中
央
部
に

「
一
連
し
ミ
た
う
ふ
」
と
あ
る

―
長
野
市
の
竹
風
堂
で

（
竹
村
猛
志
さ
ん
所
蔵
）

´
碁

一茶の

判
読
し
た
小
林

一
茶
の
俳
句
を
寒
中
見
舞
い
に
し

た
た
め
た
小
布
施
さ
ん
＝
長
野
県
山
ノ
内
町
で

中
に
、　
一
文

な

っ
た
こ
の

い
る
の
に
気

伝
え
た
。

一
茶
が
し

詠
ん
だ
初
の

一
茶
記
念
舘

員
は

「
目
の

に
、
読
め
な

うヽヤ時”
逹́僚
‐、
「一午

人
な
ど
の
細
胞
膜
に
存
在
す
る
タ
ン
パ
ク
質

「
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
」
が
血
管
を
健

康
に
保

つ
役
割
を
担

っ
て
い
る
こ
と
を
、
信
州
大
大
学
院
医
学
系
研
究
科
の
新

藤
隆
行
教
授

（循
環
病
態
学
）
ら
の
グ
ル
ー
プ
が

マ
ウ
ス
を
使

っ
た
研
究
で
初

め
て
突
き
止
め
た
。

血管の健康保つタンパク質
い
じ
め
対
策
で
「教
育
再
生
会
議
」

安
倍
晋
三
首
相
が
進
め

る
教

育

再

生

実

行

会

議

（座
長

・
鎌
田
薫
早
稲
田

大
総
長
）
の
第

二
回
会
合

が
十
五
日
、
首
相
官
邸
で

あ
り
、

「
い
じ
め
問
題
対

心
臓
や
肝
臓
な
ど
の
臓

器
不
全
の
治
療
に
役
立

つ

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
研

究
成
果
は
十
九
日
の
米
国

心
臓
協
会
の
雑
誌
で
発
表

す
る
。

新
藤
教
授
ら
は
血
管
や

心
臓
の
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
の
働

き
を
人
工
的
に
抑
え
た

マ

ウ
ス
を
作
成
。

マ
ウ
ス
は

血
管
の
壁
が
壊
れ
て
老
化

が
進
み
、
心
不
全
や
腎
不

全
な
ど
を
発
症
し
た
。

血
管
や
心
臓
を
作
る
細

胞
の
健
康
状
態
を
維
持
す

る
の
に
別
の
タ
ン
パ
ク
質

が
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と

が

知

ら

れ

て

い

る

が
、
こ
の
実
験
で
、
Ｒ
Ａ

Ｍ
Ｐ
２
が
こ
の
タ
ン
パ
ク

質
と
結
合
す
る
こ
と
で
血

管
の
老
化
を
抑
え
て
い
る

こ
と
が
分
か

っ
た
。

グ
ル
ー
プ
は
さ
ら
に
Ｒ

Ａ
Ｍ
Ｐ
２
と
特
異
的
に
結

合
す
る
物
質
を
発
見
。
こ

の
物
質
を
使

っ
た
細
胞
実

験
で
、
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
の
働

き
が
高
ま
り
、
血
管
の
細

胞
の
維
持
に

一
定
の
効
果

を
上
げ
た
と
い
う
。

新
藤
教
授
は

「
五
年
後

を
目
標
に
、
薬
を
作
る
な

ど
実
用
化
し
た
い
」
と
語

っ
た
。

広
範
囲
で
応
用
期
待

京
都
大
医
学
部
の
錦
見

俊
雄
准
教
授

（内
分
泌
代

謝
内
科
学
）
の
話
　
Ｒ
Ａ

Ｍ
Ｐ
２
の
血
管
で
の
作
用

を
特
定
し
た
意
義
深
い
発

見
。
広
い
範
囲
で
の
応
用

が
期
待

で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

臓器不全の治療実用化に期待
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道
徳
の
教
科
化
提
言
へ

策
に
は
道
徳
教
育
の
充
実

が
必
要
だ
」
と
し
て
、
道

徳
の
教
科
化
を
盛
り
込
む

提
言
案
を
固
め
た
。
月
内

に
開

か

れ

る

次

回

会

合

で
、
安
倍
首
相
に
提
言
書

を
出
す
。

実
行
会
議
は
安
倍
首
相

の
あ
い
さ

つ
以
外
は
非
公

開
。鎌

田
座
長
に
よ
る
と
、

こ
の
日
の
会
議
で
は
、
い

じ
め
問
題
対
策
に
は
道
徳

教
育

の
充
実
が
必
要
と
の

意
見
で

一
致
。

「道
徳
教

育
の
指
導
法
が
確
立
し
て

お
ら
ず
、
教
員
間
で
ば
ら

応
援
さ
れ
る
立
場
に
な

っ
て
あ
ら
た
め
て
、
声
援

の
力

を

か

み

し

め

て

い

る
。国

立
名
古
屋
医
療
セ
ン

タ
ー

（名
古
屋
市
）
の
病

棟
の

一
室
。
愛
知
県
北
名

古
屋
市
の
安
江
都
々
子
さ

ん
公
こ
の
ベ
ッ
ド
の
脇
に

は
、
プ

ロ
野
球
中
日
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
の
選
手
や
フ
ア
ン

か
ら
届
い
た

二
十
枚
ほ
ど

の
寄
せ
書
き
が
あ
る
。

安

江

さ

ん

は

三

十

年

間
、
球
場
や
練
習
場
に
通

い
続
け
て
い
る
熱
烈
な
竜

党
。

選

手

や

球

団

関

係

者
、
熱
心
な
フ
ァ
ン
の
間

で
は
知
ら
な
い
人
が
い
な

い
ほ
ど
だ
。

夫
の
他
界
と
義
母
の
介

護
が
重
な

っ
て
心
労
で
通

院
し
て
い
た
際
、
担
当
医

が
気
分
転
換
に
と
、
ナ
ゴ

ヤ
球
場
に
誘

っ
て
く
れ
た

の
が

フ
ァ
ン
に
な

っ
た
き

っ
か
け
。
内
野
席
か
ら
で

も
、
外
野
席
の
応
援
団
の

プ
ロ
野
球
選
手
や

コ
ー
チ
な
ど
、

贈
ら
れ
た
色
紙
を
並
べ
笑
顔
の
中

＝
名
古
屋
市
中
区
の
名
古
屋
医
瘤

熱
気
は
十
分
伝
わ
り
、
沈

軍
に

ん
で
い
た
気
持
ち
が
癒
や

た
ん
．

さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
ナ
ゴ

そ
の
う
ち
二
軍
戦
や
キ

応
援
ヽ

ヤ
ン
プ
、
自
主
練
習
に
も

投
手
一

足
し
げ
く
通
い
、
母
や
祖

き
た
．

母
の
よ
う
な
存
在
と
し

　

肝
一

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
愛

っ
た

さ
れ
た
。

「
明
日
か
ら

一　
シ
リ
け
た

「
も
一

て
く
い
」
が
身
の
覚
一

は
、

さ
ん

謝
料
を
求
め
た
託

最
高
裁
第

一
小
洋

浦
善
樹
裁
判
長
）

援
団
側
の
上
告
ふ

決
定
を
し
た
。
広

が
敗
訴
し
た
二
嚢

確
定
し
た
。
決
帝

日
付
。

球
団
側
は

二

年
、
私
設
応
援
団

に
対
し
ト
ラ
ン
ペ

ど
に
よ
る
組
織
由

闘病 燃えよ「ドラの母」

つ
き
が
あ
る
。
道
徳
教
育

の
枠
組
み
の
抜
本
的
な

強
化
が
必
要
」
と
の
意
見

が
複
数

の
委
員
か
ら
出

た
。一

方
で
、
道
徳
を
成
績

評
価

の
対
象
と
す
る

の

か
、
教
科
書
を
ど
う
す
る

の
か
、
教
員
免
許
を
ど
う

す
る
の
か
と
い
っ
た
具
体

的
な
中
身
は
議
論
に
至
ら

な
か
っ
た
と
い
う
。

プ
ロ
野
球
応
援
訴
訟

応
援
団
の
敗
訴
確
定

最
高
裁
が
上
告
棄
却

プ
ロ
野
球

。
中
日
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
の
私
設
応
援
団
の

メ
ン
バ
ー
ら
が
、
十
二
球

団
と
社
団
法
人

「
日
本
野

球
機
構
」
な
ど
を
相

手

に
、
球
場

へ
の
入
場
拒
否

や
鳴
り
物
応
援
を
禁
止
し

た
措
置
の
取
り
消
し
と
慰
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